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多様体M 上の微分同相写像全体の空間における f の近傍N (f)で，N (f)の任意
の要素 gが f と位相共役となるようなものが存在するとき，f は構造安定であると
いう．fに任意に小さい摂動を加えることにより，fとは位相共役ではない微分同相
写像 f 0が得られるならば，f は構造不安定である．
異なる 2つのサドル型不動点 p1, p2に対して，qが p1の安定多様体W s(p1)と p2の
不安定多様体W u(p2)の非横断的共通点であるとき，qは heteroclinic接触とよば
れる．サドル型不動点 pに対して，qが pの安定多様体W s(p)と不安定多様体W u(p)
の非横断的共通点であるとき，qはhomoclinic接触とよばれる．接触 qの十分小さ




homoclinic接触を持つ．構造不安定な微分同相写像 fに対して，g 2 N (f)が fと位
相共役かどうかを決定するために位相不変量は不可欠である．このような位相不変
量をmoduliという．
多様体M は dimM = 2であるとする．このとき，Palis [1]は heteroclinic 2次接
触をもつ微分同相写像について，log j1j
log j2jの値がmodulusになることを証明した．こ
こで，1，2は 2つのサドル型不動点 p1, p2それぞれの縮小固有値と拡大固有値で

















定理 1. f0, f1を閉曲面M 上の微分同相写像とし，p0, p1をそれぞれのサドル型不
動点とする．また，q0，q1をそれぞれ p0，p1に同伴する homoclinic 3次接触で，次
の条件をみたすものとする．ここで i = 0; 1とする．
 piの十分小さな近傍 U(pi)上で fiは線形化できる．
 f0，f1は h(p0) = p1，h(q0) = q1をみたすM 上の同相写像 hを介して位相共
役である．
i，iを 0 < jij < 1 < jijをみたすDf(pi)の固有値とする．また，jij = 1 + "i







(2) さらに log j0j
log j0j が無理数ならば，0 = 1，0 = 1が成立する．
ここで f0の p0に関する adaptable conditionとは，サドル型不動点 p0の不安定多
様体W u(p0)と安定多様体W s(p0)の U(p0)における位置関係に関する条件である．
この位置関係は，q0の近傍における fN0 の局所座標表示に現れる係数の符号と0，0
の符号の組合せによって決定される．ただし，N は fN0 (q0) 2 U(p0)をみたす自然数
2
とする．組合せの総数は 16通りであるが，そのうちの 9通りが adaptable condition
をみたす．





定理 2. f0, f1を 3次元多様体M上の微分同相写像とし，p0, p1をそれぞれのサドル
焦点とする．また，q0，q1をそれぞれ p0，p1に同伴する homoclinic 2次接触で，次
の条件をみたすものとする．ここで i = 0; 1とする．
 piの十分小さな近傍 U(pi)上で fiは線形化できる．
 piは複素数の拡大固有値 rie
p 1i (i 6= 0 mod )と正の実数の縮小固有値 i
を持つ．










(2) 0 = 1 mod 2 または 0 =  1 mod 2．
定理 3. 定理 2の仮定に加え，0=2が無理数であると仮定する．このとき，次が成
り立つ．
(1) 0 = 1 かつ r0 = r1．
(2) 制限写像 hjWuloc(p0) : W uloc(p0) ! W uloc(p1)は一意的に決まる線形共形写像で
ある．
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